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本文 8 章からなる。 




























環境においても、第 5 章の基礎的運動の実験から得られた関係が同様に示せることを確認した。第 7 章では、これ
らの研究結果に対して、映像遅延によって変化する運動方略の変化について学習理論の視点から考察を行い、第 8
章にて結論を述べた。 
以上、本研究は、従来の映像遅延を考慮した位置決め操作の研究では、起こっている現象しか捉えられていなか
った運動メカニズムのブラックボックスに対して挑戦し、不随意領域においても不連続な運動方略変化が生じてい
ることを発見し、その変化点を実験データから見出せる方法の可能性を提示したオリジナリティの高い研究であ
る。また、当該学術に関して広く深い知識を有するとともに、英語による説明能力も十分であることは、審査委員
会を通して委員全員で確認している。したがって、本論文の著者は、博士（システムデザイン・マネジメント学）
の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
